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1 　はじめに
　これまで一宮法人会は公益社団法人として「法人会の理念」に則り、国及び地域の発展に貢献する経営
者の団体として、多くの事業を行ってきました。
　当年度はコロナ禍における行動制限が緩和され、社会は日常生活を取り戻す中、当法人会は各種税務研
修会の実施、小学校における租税教室への講師派遣、税に関する絵はがきの作品募集、経済・文化講演会
や署長講演会の実施等、数々の公益事業を実施しました。その結果、公益事業及び社会貢献事業はもちろ
んのこと、会員親睦事業の活動も含めて通常通りに実施することができました。
　次年度も引続き、税務当局のご指導、ご支援をいただきまして、本来の使命である税知識の向上や納税
意欲の高揚を目指した事業を展開してまいりますので、会員の皆様には、今後とも法人会活動にご支援ご
協力をお願いします。

2　組織関係
　厳しい社会情勢のなか、休廃業などの理由により会員数の減少が続いています。平成28年度より新規
会員の獲得をめざし報奨金制度を施行していますが、未だに会員の減少に歯止めがかからず、令和 5年
度は入会60社に対し、退会が101社で41社の減少となりました。

会員数（内 特別会員） 加入率
令和 5年 3月末 3,079社（106社） 32.6%
令和 6年 3月末 3,038社（104社） 31.8%

増 減 △41社（△ 2社） △0.8%

部会名 会員数（令和 6 年 3月末）
青年部会 50名
女性部会 70名

税務経理研究部会 35名

3 　実施事業について
（ 1）税をめぐる諸環境の整備、改善等を図るための事業（公益 1事業）
　　イ　税知識の普及を目的とする事業

　当会の事業として定着している定例研修会は、年 6 回 2か所の会場で延べ12回開催しました。
研修内容は「インボイス制度におけるよくある質問と導入に向けての直前対策」、「電子帳簿保存
制度のポイント～始めてみませんか？帳簿書類等の電子保存～」などのテーマについて解説を行
うなど、実務に役立つものを取り上げました。
　また、税務経理研究部会や支部においても研修会を引続き開催したほか、一宮税務署のご協力
を得て、署長をはじめとする税務署幹部の方々による講演会や税務研修会及び法人課税第六部門
源泉所得税担当官による年末調整説明会を実施しました。

　　ロ　納税意識の高揚を目的とする事業
① 地域イベントにおける税金展や税金クイズを「萩原チンドンまつり」、「びさいまつり」、「祖父
江イチョウ黄葉まつり」のイベント会場において実施しました。また、前年度に引続き、愛知
啓成高等学校演劇部による『税を学ぶ演劇 3 つの願い』の上演を「稲沢まつり」のイベント会
場において実施しました。

② 青年部会は、小学生高学年を対象に「楽しんで知る税の勉強会」と題して、日帰りの「 1デイキャ
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第49回 通常総会開催

公益社団法人一宮法人会第49回通常総会が5月22日（水）、名

古屋文理大学文化フォーラム　大ホールにおいて、会員約150名

が参加して盛大に開催された。

当日は来賓として一宮税務署長佐藤康夫様をはじめ多数の来賓

の方々にご臨席をいただいた。通常総会は滝副会長の開会のこと

ばと榊原副会長のあいさつに続き、総会議事に入り、議事録署名

理事の選任があり、令和5年度収支決算、同監査報告があり、何れ

の議案も可決承認された。また、議事に続いて、報告事項として令

和5年度事業報告と令和6年度事業計画並びに収支予算の説明が

なされた。

表彰では、定例研修会出席優良法人104社の表彰と新規増強会

員数目標達成支部に対して表彰と報奨金の贈呈が行われた。議事

終了後、来賓を代表して佐藤一宮税務署長の祝辞があり最後に森

常任理事による閉会のことばで総会は終了し、盛会の内に幕を閉

じた。

佐藤一宮税務署長

通常総会の様子



ンプ」を実施しました。子どもたちには、自然の中で税について学び、遊ぶなど夏休みのひと
時を楽しんでもらうことができました。

③ 青年部会、女性部会などによる合同事業「租税教室講師派遣事業」では、50名の講師を27の小
学校へ派遣し、67回の授業を実施しました。

④ 当年度は、平成24年度から実施している女性部会主催の「税に関する絵はがきコンクール」は
12回目を迎え、作品募集期間を冬休み (11 ～ 1 月）から夏休み（ 7 ～ 10月）に変更したにも
かかわらず、44の小学校から2,175点の多くの応募がありました。また、一宮法人会の審査会で
選出された最優秀賞作品が、東海 4県下の代表となり、全国の最高賞に当たる「全法連女連協
会長賞」を初めて受賞しました。

⑤ 広報事業では、年 2回、税務研修会等の記事を中心に掲載をして広報誌「つむぐ」を発行しま
した。今後も内容をより充実させ、税に対する意識高揚を図っていきます。

　　ハ　税制及び税務に関する調査並びに提言に関する事業
　税制委員会を中心として、税制に対する意見を集約し、法人会としての提言を国会議員や地
元の首長に手交してその実現を求める活動を行ってきました。

（ 2）地域経済の活性化と、健全な発展を図るための事業（公益 2事業）
　　イ　地域経済の健全な発展を図るための事業

① 経済学者の高橋洋一氏を招いての経済講演会を開催しました。
② 「道路交通法改正ポイントと対策」をテーマにした労務セミナーを特定社労士の惠島美王子
氏を招いて開催しました。

　　ロ　地域社会への貢献を目的とする事業
① 医学博士の吉田たかよし氏を招いての文化講演会を開催しました。
② 女性部会の社会貢献事業として、ソプラノ歌手の斉藤麻記さんとピアニストの重左竜二さん
によるコンサートを開催しました。

（ 3）会員の福利厚生に資する事業（収益事業）
　　イ　保険事業

　法人会は、会員企業の経営者と従業員の保障・福利厚生を支援するため、全法連や愛知県連
と連携を取りながら各種保険制度等の普及促進に取り組みました。

　　ロ　広告掲載事業
　会報誌を利用した広告については、従来通り提携先の保険会社を中心にしたものです。

（ 4）その他（相互扶助等）の事業（その他事業）
　会員の親睦を深めるために、会員一日研修会を複数の支部による合同開催によって積極的に行
うことができました。

　公益社団法人の目的として公益事業に重点が置かれますが、やはり会員あっての法人会であり、限られ
た予算の中で会員の皆様に法人会の加入メリットを享受してもらえる活動に今後とも努めてまいります。
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（単位：円）

令和5年度  正味財産増減計算書内訳表

科        目
公益事業会計 収益事業会計

法人会計 合   計
公 1 公 2 共通 小計 収 1 他 1 小計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
　 1．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 2,226 2,226
　　　　基本財産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 2,226 2,226
　　　特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 141 141
　　　　特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 141 141
　　　受取会費 0 0 3,000,000 3,000,000 0 5,000,000 5,000,000 6,337,000 14,337,000
　　　　正会員受取会費 0 0 2,956,476 2,956,476 0 4,927,460 4,927,460 6,245,064 14,129,000
　　　　特別会員受取会費 0 0 43,524 43,524 0 72,540 72,540 91,936 208,000
　　　事業収益 87,000 0 0 87,000 919,530 2,778,452 3,697,982 0 3,784,982
　　　　広報事業収益 0 0 0 0 168,000 0 168,000 0 168,000
　　　　福利厚生事業収益 0 0 0 0 661,900 0 661,900 0 661,900
　　　　会員親睦事業収益 0 0 0 0 0 2,778,452 2,778,452 0 2,778,452
　　　　簡易保険事業収益 0 0 0 0 89,630 0 89,630 0 89,630
　　　　公益事業収益 87,000 0 0 87,000 0 0 0 0 87,000
　　　受取補助金等 0 0 23,726,400 23,726,400 0 230,876 230,876 1,795,000 25,752,276
　　　　受取県連補助金 0 0 0 0 0 230,876 230,876 1,295,000 1,525,876
　　　　受取全法連助成金 0 0 0 0 0 0 0 390,000 390,000
　　　　受取全法連助成金振替額 0 0 23,726,400 23,726,400 0 0 0 0 23,726,400
　　　　受取全法連補助金 0 0 0 0 0 0 0 110,000 110,000
　　　受取負担金 0 0 0 0 0 1,848,000 1,848,000 0 1,848,000
　　　　青年部会受取負担金 0 0 0 0 0 591,000 591,000 0 591,000
　　　　女性部会受取負担金 0 0 0 0 0 207,000 207,000 0 207,000
　　　　税経部会受取負担金 0 0 0 0 0 1,050,000 1,050,000 0 1,050,000
　　　雑収益 8,250 0 0 8,250 0 143,000 143,000 316,257 467,507
　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 257 257
　　　　雑収益 8,250 0 0 8,250 0 143,000 143,000 316,000 467,250
　　　経常収益計 95,250 0 26,726,400 26,821,650 919,530 10,000,328 10,919,858 8,450,624 46,192,132
　　⑵経常費用
　　　事業費 22,460,298 4,634,582 0 27,094,880 1,070,675 9,640,695 10,711,370 0 37,806,250
　　　　役員報酬 3,547,800 556,200 0 4,104,000 199,800 351,000 550,800 0 4,654,800
　　　　給料手当 5,226,237 819,333 0 6,045,570 294,323 517,055 811,378 0 6,856,948
　　　　退職給付費用 353,060 55,350 0 408,410 19,883 34,929 54,812 0 463,222
　　　　役員退職給付費用 118,260 18,540 0 136,800 6,660 11,700 18,360 0 155,160
　　　　福利厚生費 1,432,967 224,650 0 1,657,617 80,699 141,769 222,468 0 1,880,085
　　　　事務委託費 78,840 12,360 0 91,200 4,440 7,800 12,240 0 103,440
　　　　会議費 323,838 68,370 0 392,208 6,364 4,534,938 4,541,302 0 4,933,510
　　　　旅費交通費 1,238,427 114,781 0 1,353,208 18,500 1,958,950 1,977,450 0 3,330,658
　　　　通信運搬費 2,150,273 239,593 0 2,389,866 41,603 228,448 270,051 0 2,659,917
　　　　減価償却費 32,813 5,143 0 37,956 1,847 3,246 5,093 0 43,049
　　　　繰延資産償却費 32,850 5,150 0 38,000 1,850 3,250 5,100 0 43,100
　　　　消耗什器備品費 17,903 2,806 0 20,709 1,008 1,771 2,779 0 23,488
　　　　消耗品費 590,704 53,550 0 644,254 15,223 153,970 169,193 0 813,447
　　　　印刷製本費 2,605,741 577,908 0 3,183,649 123,422 282,823 406,245 0 3,589,894
　　　　光熱水料費 143,451 22,488 0 165,939 8,078 14,192 22,270 0 188,209
　　　　賃借料 1,300,860 203,940 0 1,504,800 73,260 128,700 201,960 0 1,706,760
　　　　保険料 13,134 1,133 0 14,267 407 23,435 23,842 0 38,109
　　　　諸謝金 0 913,958 0 913,958 0 0 0 0 913,958
　　　　租税公課 3,878 607 0 4,485 218 1,883 2,101 0 6,586
　　　　支払負担金 403,586 0 0 403,586 0 700,580 700,580 0 1,104,166
　　　　委託費 569,337 215,558 0 784,895 7,097 12,469 19,566 0 804,461
　　　　会場費 360,292 294,995 0 655,287 4,500 69,005 73,505 0 728,792
　　　　広告宣伝費 198,000 25,839 0 223,839 0 119,944 119,944 0 343,783
　　　　表彰費 67,500 0 0 67,500 60,000 93,000 153,000 0 220,500
　　　　リース料 963,245 151,010 0 1,114,255 54,246 95,298 149,544 0 1,263,799

自　令和5年4月  1日
至　令和6年3月31日
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科        目
公益事業会計 収益事業会計

法人会計 合   計
公 1 公 2 共通 小計 収 1 他 1 小計

　　　　事務所管理費 52,036 8,157 0 60,193 2,930 5,148 8,078 0 68,271
　　　　支払手数料 33,620 6,273 0 39,893 35,089 24,250 59,339 0 99,232
　　　　新聞図書費 534,694 18,995 0 553,689 6,823 11,987 18,810 0 572,499
　　　　雑費 66,952 17,895 0 84,847 2,405 109,155 111,560 0 196,407
　　　管理費 0 0 0 0 0 0 0 5,393,222 5,393,222
　　　　役員報酬 0 0 0 0 0 0 0 745,200 745,200
　　　　給料手当 0 0 0 0 0 0 0 1,097,747 1,097,747
　　　　退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 74,158 74,158
　　　　役員退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 24,840 24,840
　　　　福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 300,988 300,988
　　　　事務委託費 0 0 0 0 0 0 0 16,560 16,560
　　　　会議費 0 0 0 0 0 0 0 310,383 310,383
　　　　旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0 78,057 78,057
　　　　通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0 513,882 513,882
　　　　減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 6,891 6,891
　　　　繰延資産償却費 0 0 0 0 0 0 0 6,900 6,900
　　　　消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 3,760 3,760
　　　　消耗品費 0 0 0 0 0 0 0 64,024 64,024
　　　　印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0 844,316 844,316
　　　　光熱水料費 0 0 0 0 0 0 0 30,130 30,130
　　　　賃借料 0 0 0 0 0 0 0 273,240 273,240
　　　　保険料 0 0 0 0 0 0 0 1,518 1,518
　　　　租税公課 0 0 0 0 0 0 0 814 814
　　　　諸会費 0 0 0 0 0 0 0 320,650 320,650
　　　　支払負担金 0 0 0 0 0 0 0 106,200 106,200
　　　　支払寄付金 0 0 0 0 0 0 0 50,000 50,000
　　　　委託費 0 0 0 0 0 0 0 26,473 26,473
　　　　渉外慶弔費 0 0 0 0 0 0 0 49,845 49,845
　　　　リース料 0 0 0 0 0 0 0 202,325 202,325
　　　　事務所管理費 0 0 0 0 0 0 0 10,929 10,929
　　　　支払手数料 0 0 0 0 0 0 0 198,972 198,972
　　　　新聞図書費 0 0 0 0 0 0 0 25,450 25,450
　　　　雑費 0 0 0 0 0 0 0 8,970 8,970
　　　経常費用計 22,460,298 4,634,582 0 27,094,880 1,070,675 9,640,695 10,711,370 5,393,222 43,199,472
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 22,365,048 △ 4,634,582 26,726,400 △ 273,230 △ 151,145 359,633 208,488 3,057,402 2,992,660
　　　　評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　当期経常増減額 △ 22,365,048 △ 4,634,582 26,726,400 △ 273,230 △ 151,145 359,633 208,488 3,057,402 2,992,660
　 2 ．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　⑵経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 22,365,048 △ 4,634,582 26,726,400 △ 273,230 △ 151,145 359,633 208,488 3,057,402 2,992,660
　　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0 0 71,000 0 71,000 0 71,000
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 22,365,048 △ 4,634,582 26,726,400 △ 273,230 △ 222,145 359,633 137,488 3,057,402 2,921,660
　　　　一般正味財産期首残高 △ 216,521,650 △ 74,436,371 272,122,239 △ 18,835,782 14,729,028 △ 5,250,927 9,478,101 136,340,343 126,982,662
　　　　一般正味財産期末残高 △ 238,886,698 △ 79,070,953 298,848,639 △ 19,109,012 14,506,883 △ 4,891,294 9,615,589 139,397,745 129,904,322
Ⅱ  指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等 0 0 23,726,400 23,726,400 0 0 0 0 23,726,400
　　　　受取全法連助成金 0 0 23,726,400 23,726,400 0 0 0 0 23,726,400
　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 23,726,400 △ 23,726,400 0 0 0 0 △ 23,726,400
　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 23,726,400 △ 23,726,400 0 0 0 0 △ 23,726,400
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅲ  基金増減の部
　　　　当期基金増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　基金期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　基金期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅳ  正味財産期末残高 △ 238,886,698 △ 79,070,953 298,848,639 △ 19,109,012 14,506,883 △ 4,891,294 9,615,589 139,397,745 129,904,322

新規増強会員数目標達成支部表彰

定例研修会
出席優良法人

美吉建設株式会社

定例研修会出席優良法人104社の代表

木曽川支部平和支部萩原支部

浅井支部三条支部西成支部

栄支部祖父江支部
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令和5年度　定例研修会出席優良法人名簿
（順不同・敬称略）

支部名 法人名

大志
（ 2社）

モリリン株式会社 ※

有限会社辰巳殖産 ※

栄
（ 4社）

大鹿株式会社 ※

長大株式会社 ※

サカエ興産株式会社 ※

株式会社ノームラトレーディング

神山
（10社）

有限会社大野ビル ※

大同生命保険株式会社一宮営業所 ※

尾州倉庫株式会社 ※

株式会社エサキホーム ※

中野建設株式会社 ※

江崎織物株式会社

エルモ株式会社

永田株式会社

東海綜合開発株式会社

東海倉庫株式会社

宮西
（ 5社）

昭和土建株式会社 ※

株式会社江崎製作所

ダイショーファッションテキスタイル株式会社

有限会社吉田洋家具製造所

ディーエス企画株式会社

向山
（ 2社）

榊原建設株式会社 ※

明野ゆり探偵事務所株式会社

大江
（ 2社）

有限会社宮企画 ※

有限会社オールド ※

せんい
（ 6社）

株式会社ライト ※

株式会社テクノライト ※

中島株式会社 ※

モリリン物流株式会社 ※

株式会社イチケン

株式会社イチテック

丹陽
（ 6社）

川村電機株式会社 ※

シゲマツ有限会社

ＳＫＡ有限会社

有限会社サンパック

有限会社タック

有限会社アオヤマ工務店

支部名 法人名

奥
（ 3社）

横貴繊維工業株式会社 ※

時田毛織株式会社

時田株式会社

萩原
（ 2社）

株式会社フジカワ商事 ※

株式会社ラカム

今伊勢
（ 2社）

株式会社ガステム

有限会社炭彦商店

大和
（ 4社）

有限会社きむらメゾン

国島株式会社

株式会社クインスタイル

株式会社東京ベルダム

浅井
（ 2社）

菅原建設株式会社 ※

共和紙業株式会社

西成
（ 4社）

株式会社中村工業

株式会社カネショウ工務店

有限会社指彦建具木工所

有限会社ミチハタ工業

千秋
（ 1社） 有限会社後藤聡業

起
（ 1社） みづほ興業株式会社

大徳
（ 1社）匠染色株式会社 ※

三条
（ 4社）

中伝毛織株式会社 ※

伝興産株式会社 ※

渡玉毛織株式会社 ※

株式会社吉田組

開明
（ 1社） 社会医療法人杏嶺会

小信中島
（ 2社）

株式会社山田家具 ※

有限会社郷東ビル ※

朝日
（ 5社）

株式会社志水製作所 ※

伸和ウール株式会社 ※

一榮工業株式会社

東海企業株式会社

後藤種苗株式会社

支部名 法人名

稲沢
（18社）

株式会社愛和産業 ※

株式会社永井水道設備 ※

有限会社愛光地所企画 ※

丸徳産業株式会社 ※

丸徳輸送株式会社 ※

丸徳商事株式会社 ※

丸美急配株式会社 ※

有限会社山文 ※

株式会社ワールド・クリーン ※

ナザテック株式会社

株式会社高桑鋼業

ARC株式会社

池田工業株式会社

稲菱テクニカ株式会社

日軽稲沢株式会社

株式会社朋和設計

株式会社山田造園土木

有限会社カトウエンジニア

木曽川
（10社）

株式会社岩道建設 ※

小沢ガス産業株式会社 ※

株式会社サンメカニック ※

株式会社中工 ※

和弘産業株式会社 ※

株式会社五藤組

株式会社プログリット

株式会社ヤギジョー

有限会社ビックウイング

ビシュウ機械株式会社

北方
（ 2社）

尾州物流株式会社 ※

株式会社梅田物産

祖父江
（ 5社）

みずほコンクリート株式会社 ※

美吉建設株式会社 ※

社会福祉法人祖父江愛照会 ※

丸金土建株式会社

株式会社サクラファーム

計　　　　　　104社

法人名の※印はすべて参加した法人
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国税庁の使命である、『納税者の自発的な納税義務

の履行を適正かつ円滑に実現する』ために、納税者

サービスの充実に努めるとともに、悪質な納税者に

は厳正に対処し、納税者の皆様から信頼されるよう

一宮署着任の抱負等はございますかQ2

昭和60年4月に採用され、税務署の勤務では、昭

和税務署を振り出しに、多治見税務署、四日市税務

署で勤務をしたほか、名古屋国税局では企画課や資

料調査課、資産課税課、課税総括課などで勤務いた

しました。

平成29年から2年間、札幌国税局管内の札幌南税

務署に副署長として出向したこともあります。

本年の7月で勤続39年になりますが、そのうち

17年ほど、相続税・贈与税を中心とする資産課税を

経験させていただいています。

なお、一宮税務署は、初めての勤務となります。

また、最近におきましては、

令和2年　名古屋派遣国税庁監察官 国税庁監察官

令和3年　 名古屋派遣国税庁監察官 主任国税庁監

察官

令和4年　伊勢税務署長

令和5年　 名古屋国税局 課税第一部 資料調査第

二課 課長

を歴任し、本年7月から現職に就きました。

ご経歴についてお聞かせくださいQ1

『成功の反対は“何も挑戦しないこと”である。』

一宮税務署長インタビュー
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努めてまいります。

また国税庁では、「あらゆる税務手続が税務署に

行かずにできる社会」を目指しe-Taxによる確定申

告等のデジタル化、納付手段の多様化とキャシュレ

ス納付の推進、納税相談の効率化、高度化などの課

題に真摯に取り組み的確に対応していくことが求め

られており、デジタルを活用した国税に関する手続

や業務の在り方の抜本的な見直しを行っているとこ

ろです。

皆様には、申告書や諸申請の提出の際、積極的に

e-Taxやキャッシュレス納付を利用していただくな

ど、国税庁の取組へのご理解とご協力をいただきま

すようよろしくお願いします。

なお、個人で確定申告を行う場

合には、スマートフォンによる「ス

マホ申告」が便利です。QRコード

を掲載しましたので、ぜひ一度ア

クセスしてみてください。

「成功の反対は “何も挑戦しないこと” である」と

いうトーマス・エジソンの言葉です。対義語的には

成功の反対は失敗なのですが、長い人生でみると失

敗は成功の母という言葉もあるとおり、「失敗を恐れ

ずに行動　経験　体験すること」が成功につながる、

「失敗は成功へのプロセス」であると考えていますの

で、職員に対しても、前向きに「やってみよう」と声

掛けをしています。

また、「心身共に健康であること」が、すべての仕

事の基本ですので、そのためには「誰とでも相談し合

える」環境作りが大切だと思っています。

座右の銘又は大切にされているお言葉や信条など、お聞かせくださいQ3

インスタグラムでの交流が趣味で、昼夜問わずカ

メラをぶら下げてあちこち歩いたり、遠出したりし

ています。フォロワー数も1,200人を超え、勝手に

インフルエンサーになった気分で楽しんでいますの

で、お勧めのスポットや映える情報がありましたら

ご教示ください。

また、ディープなお店で頂く日本酒が好きで、時間

があれば街中を散策していますので、お店の情報も

お待ちしています(笑)。

ご趣味や嗜好について、お聞かせくださいQ4

公益社団法人一宮法人会におかれましては、税に

関する広報活動や各種研修会、講演会など、公益性

の高い社会貢献活動を活発に行い、税務行政のみな

らず、企業及び地域社会の健全な発展に多大な貢献

をされています。

特に、青年部会・女性部会の皆様には租税教室へ

の多数の講師派遣、青年部会の皆様におかれては野

外活動を通じて租税教育を執り行われた1DAYキャ

ンプ、女性部会の皆様におかれては絵はがきコン

クールの開催など、非常にたくさんの事業活動に積

極的に取り組まれていると聞いており、大変頼もし

く感じております。

今後も魅力あふれる事業活動を展開され、また税

務行政に対しご支援、ご協力を賜るようお願い申し

上げますとともに、貴会のますますのご発展と会員

の皆様のご健勝並びに企業のご繁栄を心から祈念申

し上げます。

一宮法人会及び活動に対して一言ご意見をくださいQ5
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スマホ申告
QRコード

公益社団法人一宮法人会の皆様には、適正な申告

納税制度の実現や税知識の普及等のために、これま

で大きな役割を果たしていただいており、深く感謝

申し上げます。

昨年にコロナの感染症法上の位置付けが「5類」に

移行した中、多くの税に関する広報活動や問題意識

の高い旬なテーマを設定した研修会、講演会など公

益性の高い社会貢献活動に積極的に取り組んでいた

だき深く感謝申し上げます。

今後とも、税の良き理解者として、引き続き税務

行政に対しご支援・ご協力を賜りますようお願い申

し上げますとともに、公益社団法人一宮法人会の

益々のご発展と会員企業のご繁栄、役員従業員の皆

様のご健勝を祈念申し上げます。

一宮法人会に期待することQ2

公益社団法人一宮法人会の会員の皆様には、日頃

から税務行政に対しまして、深いご理解とご協力を

賜り、心より感謝申し上げます。

早いもので、昨年7月に着任いたしましてから、1

年が過ぎました。

この間、地域イベントにおける「税金展」や「税金ク

イズ」のブース出展や租税教育活動、税に関する絵は

がきコンクールでは、最優秀賞作品が全国の最高賞に

あたる「全国法人会総連合女性部会連絡協議会長賞」

に選ばれるなど、様々な活動にご一緒させていただき、

本会をはじめ各支部並びに各部会の皆様方が、積極的

に活動されている姿を拝見し、大変心強く思いました。

一年を振り返ってQ1

一宮税務署副署長インタビュー
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一宮税務署 法人課税第一部門
統括国税調査官　 久

く

保
ぼ

 和
か ず

巳
み

この度の定期人事異動により、法人課税第一部門の統
括官としてまいりました久保と申します。
前任は、岐阜県の多治見税務署で法人課税第一部門の

統括官を務めておりました。
一宮税務署勤務は初めてとなりますが、古くから繊維産

業が有名で、真清田神社や尾張大國霊神社国府宮など由
緒ある寺社が存在する他、最近では一宮モーニングがマス
コミなどで取り上げられ、全国的に話題になるなど非常に
注目されている印象です。
また、7月下旬に行われた日本三大七夕祭りの１つである

「一宮七夕まつり」では、夏の暑さに負けない熱気ある祭り
を間近で体験し、一宮市を身近に感じることができました。
前任者からは、一宮法人会の皆様方から税務行政に対

して深いご理解とご協力を賜っ
ており、各種行事を通じ、税知
識の普及や、納税意識の向上を
はじめ、地域社会への社会貢献
にも積極的に取り組んでおられ
ると聞いております。
アフターコロナの新時代となり、会活動につきましても、
以前にも増して活発に展開されることを期待させていただく
とともに、会活動へ積極的に参加させていただき、一緒に
取り組んでいきたいと思っておりますので、どうかよろしく
お願いいたします。

一宮税務署
着任あいさつ
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新任・留任関係係官の紹介

氏　名 新任役職 出身地 前任部署等 座右の銘（モットー等）

住岡　　実 副署長
（総務・個人・資産担当） 大阪府 大阪国税局 総務部

人事第一課 課長補佐 失敗は成功のもと

脇　　隆彦 総務課長 三重県 （留任） 誠心誠意

笠井　孝志 筆頭特別国税調査官
（法人調査（法人税等）担当） 静岡県

津税務署
筆頭特別国税調査官
（法人調査（法人税等）担当）

実るほど頭を垂れる
稲穂かな

加藤　秀正 特別国税調査官
（法人調査（法人税等）担当） 岐阜県

大垣税務署
法人課税第二部門
統括国税調査官

全力投球

久保　和巳 法人課税第一部門
統括国税調査官 大阪府

多治見税務署
法人課税第一部門
統括国税調査官

人を遺すは上

長江　明洋 法人課税第二部門
統括国税調査官 愛知県 （留任） 一生懸命

竹内　恵美 法人課税第三部門
統括国税調査官 福井県

半田税務署
法人課税第四部門
統括国税調査官

一日一笑

北折　享士 法人課税第四部門
統括国税調査官 愛知県 名古屋国税不服審判所　

管理課 総務係長 一期一会

中村　圭子 法人課税第五部門
統括国税調査官 大阪府 名古屋中村税務署

税務広報広聴官 運命は勇者に微笑む

松井　美佳
連絡調整官
（兼 法人課税第一部門
総括上席国税調査官）

愛知県 （留任） 笑う門には福来る

松本　健一
法人課税第一部門
上席国税調査官
（審理担当）

愛知県 （留任） 論理的思考

河野　里紗
法人課税第一部門
国税調査官
（審理担当）

兵庫県
沼津税務署
法人課税第四部門
国税調査官

楽観主義
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矢野 和宏 氏
有限会社 成栄
代表取締役

藍綬褒章
（消防功績）

春の叙勲を祝う
令和6年

（順不同・敬称略）

森　　 幹 昇 理事（貴船支部長）

佐々木久直 理事（せんい支部長）

山田　一仁 理事（厚生委員長・小信中島支部長）

令和6年 　全法連功労者表彰

小 柳　　 宏 専務理事

令和6年 　県連会長表彰

（順不同・敬称略）
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近年様々なメディアに出演されており、多数の著

書も出版している医学博士の吉田たかよし氏による

講演会が令和6年 3月16日、尾張一宮駅前ビル

７階シビックホールにてご講演いただきました。CBC

ラジオや名古屋市内の中学校高校などでも講演の

実績がある吉田氏の講演は終始、笑いもあり、参加

者のうなずきもあるなど非常に勉強になることばかり

でした。

演題は「頭をよくする脳医学！」項目を7つに分

けてパワーポイントを使用しながら分かりやすくご講

演いただきました。心と脳は表裏一体なので日頃か

らメンタルを安定させるように心掛けていけば、健康

な身体を保つことができます。健康な身体を保つに

は医学の分野からも「昼寝」が非常に良いというこ

とです。普段気にもしていなかった「昼寝」ですが、

良い昼寝と悪い昼寝がありますとお話しをいただき

ました。午後2時までに昼寝は終えること、15分程

度の昼寝がベスト、30分以上の昼寝はしてはいけ

ない、15分間目を閉じているだけで脳は休まるなど、

たかが「昼寝」と思っていた参加者の皆さんは開始

早々の話しに吸い込まれていきました。脳医学の点

からは悪い昼寝を行うと夜眠れなくなり、脳波の質

が悪くなることで集中力が途切れてしまうなどの症状

があるとのことです。また、海外ではコーヒーナップ

といってコーヒーを飲んですぐ15分程度の昼寝を

し、カフェインが効いてくる20分後くらいに目を覚

まし、仕事に戻ることで脳が安定し仕事もはかどるな

ど最新の海外での流行も教えていただきました。

人が毎日当たりまえのように行う食事ですが、脳

を刺激させるためにも健康の面からよく噛んで食事

をすることが大切です。よく噛んで食事を行うことで

神経ヒスタミンという成分が分泌

され交感神経が刺激され代謝が

活発になります。理想は30回噛

んだ方がいい。最低20回はよく

噛んで食事をすることで脳が刺激

され、記憶力やアルツハイマー

病などの予防につながるとお話し

をいただきました。また、脳を刺激し思考力や記憶

力を高めるには「デュシェンヌ・スマイル」という笑

顔をつくることが大切だということです。目尻が下が

り、口元が上がった笑顔を意識してつくることで血圧

が安定し、免疫力もアップします。逆に美容などで

流行りのボトックス注射を目尻に行うとしぜんな笑い

ができなくなり、うつ病や認知症になりやすく落ち込

んでしまう方が多数みえるということです。

この他にも短期記憶は2週間程度で忘れてしまう

が質の良い睡眠を行うことで長期記憶は90歳まで

記憶は残ること、脳フォグというコロナ後遺症の1種

ですがコウモリの研究によって医学が発展し認知症

や様々な病気の予防に繋がっていること、現代社会

におけるストレスに対してインターバル速歩やモデ

ルウォークなどでうつ病の予防にもなること、集中力

を高め不慮の事故を防ぐには玄米カレーがお勧め

など普段聞く事ができないような内容が盛り沢山で

あっという間に90分間の講演会が終わりを迎えまし

た。吉田たかよし氏の巧みな話術で勉強になること

が多々あり、明日からでもすぐ改善できることばかり

で心と脳のバランスを保ち、健康な身体で過ごすこ

との大切さを学ぶ良い機会になりました。

（報告者：青年部会副部会長　野田一郎）

文
化
講
演
会「
頭
を
よ
く
す
る
脳
医
学
！
」

令和6年3月16日（土）
会　場／尾張ー宮駅前ビル（i-ビル）
　　　　7階 シビックホール
参加者／160名

講師
医学博士・
元NHKアナウンサー

吉田 たかよし氏
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　令和6年2月14日、全国法人会総連合主催による令和6年税制セミナーが、ハイアットリージェン
シー東京での会場開催で開催されました。一宮法人会からは、愛知県法人会連合会税制委員会の光松
委員長、一宮法人会の税制委員会の梅谷副委員長、土川の3名が出席しました。コロナ渦での制限も解
除され、昨年を超える全国から約200名での参加となり大変盛況でした。
　第一講座では、財務省大臣官房審議官の小宮敦史氏から「令和6年度税制改正（案）」について講演が行われました。
　年初に発災した能登半島地震への税制上の支援措置の紹介の後、令和6年度税制改正は「構造的な賃上げの実現」と「生産性向上・供
給力向上を通した潜在成長力引き上げの実現」を通し「成長と分配の好循環」を実現し「デフレからの脱却」を目指すことが今年の全体
像であると説明のもと、主要項目の中でも私ども中小企業にも対応が迫られる「所得税・個人住民税の定額減税」「賃上げ促進税制の強
化」について時間をとっての解説がありました。「所得税・個人住民税の定額減税」は6月以降納税者及び配偶者を含めた扶養家族1人に
つき所得税3万円・住民税1万円の減税（合計所得金額1,805万円以上の高額所得者は対象外）案が示されており、私たちもその際は対
応に迫られることを改めて確認しました。また「賃上げ促進税制の強化」は既存の賃上げ促進税制の適用を現行より強化・拡充する旨説
明があり、中小企業にも賃上げの必要性が高まる中、しっかり把握をして次年度の企業経営を行っていく必要性を強く感じました。
　その他、「戦略分野国内生産促進税制の創設」「イノベーションボックス税制の創設」「スタートアップ・エコシステムの抜本的強化」「子
育て支援税制・扶養控除等の見直し」「地域・中小企業の活性化」「国際課税」「プラットフォーム課税 」「 外国人旅行者向け免税制度」「納税
環境整備」「防衛力強化に係る財源確保のための税制措置」「インボイス制度」に関しての説明がありました。
　第二講座では、明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科の田中秀明氏から「社会保障と税を一体で考える」と題して、現在の社会
保障制度の問題点を解説し今後の在り方を考える内容で講演がありました。
　この度はこの様な「学び」の機会を頂き、一宮法人会よりセミナーに参加させていただきありがとうございました。一宮法人会の税制
委員会でもフィードバックできればと考えています。

（報告者：税制委員会 副委員長　土川正夫）

令和6年2月14日（水）

令和6年 税 制 セ ミ ナ ー
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支部のうごき　 Ｒ6.1～Ｒ6.8

支部役員会・役員総会
祖父江支部 1月 30日（火）
西 成 支 部 2月 1日（木）
奥 支 部 2月 9日（金）
平 和 支 部 2月 16日（金）
貴 船 支 部 3月 14日（木）
萩 原 支 部 4月 18日（木）
祖父江支部 5月 10日（金）

稲 沢 支 部 5月 13日（月）
今伊勢支部 7月 5日（金）
せんい支部 7月 17日（水）
丹 陽 支 部 7月 17日（水）
大 志 支 部 7月 23日（火）
本 町 支 部 7月 23日（火）
宮 西 支 部 7月 23日（火）

貴 船 支 部 7月 23日（火）
富 士 支 部 7月 23日（火）
向 山 支 部 7月 23日（火）
大 江 支 部 7月 23日（火）
栄 支 部 7月 30日（火）
平 和 支 部 8月 1日（木）
浅 井 支 部 8月 2日（金）

定額減税研修会
テーマ：給与支払事務担当者のための「定額減税研修会」
講　師：一宮税務署法人課税第１部門　統括国税調査官　浄土 智之 様
　　　　一宮税務署法人課税第５部門　上席国税調査官　南　 美加 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国税調査官　谷川 大介 様

開 催 日 会 場 参加者数

4月17日(水) 一宮地場産業ファッションデザインセンター（FDC）視聴覚室 85名

4月23日(火) 名古屋文理大学文化フォーラム（稲沢市民会館）小ホール 90名

4月24日(水)
第1部

尾張一宮駅前ビル（i-ビル）大会議室
84名

第2部 51名
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　税経部会では、企業の経営者や経理担当者を中心としたメンバーにより、年に５～６回にわたり税に関する勉強会

や講演会を行っています。写真は一宮商工会議所主催の日銀名古屋支店長経済講演会、４月例会の模様です。

　第70回通常総会は来賓に佐藤署長、長谷川筆頭副署長、浄土法

人課税第一部門統括国税調査官をお迎えし、開催された。

　第1号議案として令和5年度事業報告並びに収支決算報告、第

2号議案として令和6年度事業計画案並びに収支予算案が上程さ

れ、いずれも承認可決された。

　議案審議のあと、佐藤署長よりご祝辞をいただき、総会後には

懇談会が行われ、盛会の内に会を終了した。

税経部会経済講演会（一宮商工会議所主催：日銀名古屋支店長経済講演会）
　・令和6年3月7日（木）
　　　参加者／76名
　　　会　場／一宮商工会議所 3階 大ホール
　　　テーマ／最近の金融経済情勢と今後の展望
　　　講　師／日本銀行名古屋支店 支店長　廣島 鉄也 様

税経部会例会
　・令和6年4月15日（月）
　　　参加者／24名
　　　会　場／一宮商工会議所 301・302室
　　　テーマ／令和6年度税制改正（案）について
　　　講　師／一宮税務署法人課税第五部門
 　　　　　　　　　統括国税調査官　小倉 正代 様
 　　　　　　　　　法人課税第一部門
 　　　　　　　　　国税調査官　　　林 　美祈 様

令和6年５月15日（水）
会場／尾張一宮駅前ビル（i‐ビル）　参加者／27名

日銀名古屋支店長経済講演会

4月例会

遠藤税経部会長挨拶

佐藤署長祝辞

第70回 税経部会通常総会

税経部会例会

税経部会

税経部会



税務研修会青年部会
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第45回 青年部会通常総会青年部会

令和6年5月13日（月）
会場／尾張一宮駅前ビル（i‐ビル）　参加者／29名

　スマートフォンから国税庁の「確定申告書等作成コーナー」へアク

セスすることによる確定申告書の作成から提出までの手順について、

実際にスマートフォンを使用して具体的にわかりやすく説明を受けた。

第45回通常総会は来賓に、一宮税務署から長谷川筆頭副署長、浄土法

人課税第一部門統括国税調査官をお迎えし、開催された。

第1号議案は令和5年度事業報告並びに収支決算報告、第2号議案の役

員選任では、新副部会長に西岡信幸氏が選任され、新任理事には加藤貴恭

氏、三橋進氏の2名が選任された。また、加藤寛之氏が新たに監事に就任

された。第3号議案として令和6年度事業計画案並びに収支予算案が上程

され、いずれも承認可決された。

議案審議のあと、卒業生に対し記念品贈呈が行われ、長谷川筆頭副署長

よりご祝辞をいただいた。総会後には長谷川筆頭副署長から「租税教育へ

の取組紹介」と題し、記念講演が行われた。また、総会後の懇談会におい

て、卒業生の方々による卒業の挨拶があり、盛会の内に会を終了した。

令和6年3月21日（木）
会　場／一宮商工会議所  4階  402室
参加者／20名
テーマ／簡単便利なスマホ申告について
講　師／一宮税務署法人課税第一部門
　　　　統括国税調査官　浄土 智之 様

長谷川筆頭副署長講演

岡田青年部会長挨拶

長谷川筆頭副署長祝辞

　第18回法人会全国女性フォーラム広島大会が、広島グリーンアリーナで開催されました。一宮法人会からは
五藤部会長・上林副部会長・大塚の三名が参加しました。全国からは31県連・399会から1690名の女性部会員
が一堂に会しました。
　世界最初の被爆地、そして世界の恒久平和を願う都市として認知されている広島での大会はお天気にも恵ま
れ、広島カープ色の赤いユニフォームのスタッフの皆様に温かく迎えられ始まりました。
　第一部は、広島交響楽団　桂冠指揮者　下野竜也氏の講演会「音楽・師との出会い～今、我々に求められること～」でした。私は音楽専攻
だったので興味深くお聞きしました。指揮者と言えばオーケストラのリーダーです。若い時は年長者の演奏家方を前に指揮をして厳しい反
応があった時もありましたが受容され育てていただいた。尊敬する師とも良い出会いがあり、指揮者とは人に指図する仕事でありそのため
には自身の人間力を高めることを学び人生をかけて精進されているとのことでした。講演後には吹奏楽2曲の披露がありました。指揮者下
野氏の温かいお人柄の音楽が会場に響き渡り華やかな雰囲気で盛り上がりました。
　第二部の式典は、主催者挨拶や来賓祝辞等に続き広島県下16法人会の事例発表がありました。中でも福山法人会は、女性部会が取り組ん
でいる「税に関する絵はがきコンクール」の発祥の地でした。広島県連の社会貢献への意識の高さや意気込みを感じました。
　そしてこの度、稲沢市立下津小学校の氏木愛子さんの作品が全法連女連協会長賞の栄誉に輝きました。氏木さんの作品が広島大会の大スク
リーンに映り紹介された時はとても嬉しく誇らしく思いました。「税に関する絵はがきコンクール」は、一宮法人会　女性部会の12回を迎えた
社会貢献事業です。作品のレベルも年々上がり、租税教室と相まって税のオピニオンリーダーとしての役目の一端を担うために頑張っており
ます。またありがたいことに一宮市と稲沢市の小学校にも認知されご協力いただいております。今後もより充実した事業になるよう願います。
　広島大会で学んだことを持ち帰り皆様と共有したいと思います。このたび広島大会に参加の機会を頂きましたことを感謝申し上げます。

（報告者：女性部会 副部会長　大塚えい子）

第37回 女性部会通常総会

第18回 法人会全国女性フォーラム 広島大会

令和6年5月14日（火）　会場／末木　参加者／33名

令和6年4月18日（木）　会場／広島グリ－ンアリ－ナ　参加者／3名
今、みつめなおそう! ～多島美の瀬戸・豊かな里山から～

女性部会

女性部会

電子帳簿保存法セミナー
令和6年2月7日（水）
会　場／尾張一宮駅前ビル（i-ビル）2階大会議室
参加者／29名
講　師／一宮税務署法人課税第一部門 統括国税調査官　浄土 智之 様

女性部会
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公益社団法人 一宮法人会女性部会の第37回通常総会が来賓に一宮税務署より佐藤署長、長谷川筆頭副署長、
浄土法人第一部門統括国税調査官をお迎えし、開催されました。
総会議事では五藤部会長を議長とし、第1号議案「令和5年度事業報告並びに収支決算報告」、第2号議案「令

和６年度事業計画案並びに収支予算案」が上程され、いずれも承認可決されました。 
総会に続く記念講演会では長谷川筆頭副署長より「租税教育への取組紹介」というテーマでご講演を頂き、国

税庁や学習指導要領における租税教育の基本的な考え方や、我が国における財政状況、国税庁の租税教育への取
組事例などについてご説明をいただきました。
現在女性部会では、小学校への租税教室講師派遣に約10名が取り組んでいます。社会環境は日々変化してお

り、絶えず知識のアップデートが求められる中、大変有意義な内容のご講演をいただき、深く感謝申し上げます。
講演会の後の食事会では、部会員同士話がはずみ、大変楽しいひと時を過ごすことができました。ご参加いた

だきました皆様方に心よりお礼申し上げます。

五藤女性部会長挨拶

佐藤署長祝辞

長谷川筆頭副署長講演



令和6年8月7日（水）
参加者／41名（スタッフを含む）

1Dayキャンプ2024
　 すぎのこキャンプ場スイス村in

令和6年1月24日（水）
会場／一宮商工会議所大ホール　参加者／83名

一宮税務署長講演会
青年部会・女性部会・税務経理研究部会　三部会合同

　令和6年1月24日、一宮商工会議所大ホールに

て、青年・女性・税経部会の三部会合同署長講演が

開催されました。また、コロナ禍で中止されていた

講演会後の懇談会も4年ぶりに開催されました。講

演会では佐藤 康夫署長から「税と公平 ～査察の本

領～」のテーマの下ご講演頂き、資料データや動画

を交え、税の公平性、査察の重要性をわかりやすく

お伝えいただきました。一罰百戒の考えの下、正直

者が称えられる世の中づくり、申告納税制度を守る

最後の砦として、税務署あげて尽力されていること

に、納税者から安心と信頼を得ているのだと感じま

した。また、査察官としての仕事、ご自身が経験し

てきた、まるでドラマの出来事のような現場でのお

話を直接聞くことができたのは貴重な時間となりま

した。お金にまつわる不可解な話のなか、時には身

の危険が及ぶであろう査察の仕事は正義感と誇りで

行動している頼もしい職務だと感じ、佐藤署長の正

義感が伺えるご講演でした。

　そして、その後の懇談会では、食事、お酒などが

並ぶ立食スタイルでの開催となり、４年ぶりとなる

懇談会は大いに盛り上がり、話が尽きぬ間に幕を閉

じました。

　今回、大変お忙しい中、佐藤署長におかれまして

は大変すばらしいご講演をいただきありがとうござ

いました。今後も、税の公平に寄与できるよう、租

税教室をはじめとした啓発活動に取り組んでまいり

ます。

（報告者：青年部会副部会長　田畑 昌樹）
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令和6年8月7日（水）
参加者／41名（スタッフを含む）

1Dayキャンプ2024
　 すぎのこキャンプ場スイス村in
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青年部会 地域社会貢献事業



令和6年8月7日（水）
参加者／41名（スタッフを含む）

1Dayキャンプ2024
　 すぎのこキャンプ場スイス村in

私たち一宮法人会は「公益社団法人」として常日頃よ

り税を通して地域に根ざした社会貢献事業を行ってい

ます。その事業の一環で、地域の未来を担う子どもたち

を集め、税を学びながらのサマーキャンプを今年も開

催させていただきました。

当日は天候にも恵まれ20名を超える子ども達に参加

いただきました、キャンプ地は関市板取にあります「杉

の子キャンプ場スイス村」を選びました。一宮市からは

2時間程度で行ける自然豊かなキャンプ場で、コロナは

明けましたがまだまだ全てが元に戻ったわけではなく、

子どもたちを取り巻く環境は大きく大きく変化しまし

た。私たちは地域の大人として子どもたちに普段なかな

か体験できないことを経験してほしいという想いで企

画しました。

移動のバスの中では昨年同様、子どもたちの元気な

挨拶や会話、もちろん税の勉強も杉本副部会長の考案

で税金クイズ大会が行われ大盛況で皆楽しく税を学ぶ

ことができました。参加した子どもからは「大人の人（法

人会のメンバー）が盛り上げてくれてとても楽しかっ

た！税金は大事なんだってわかりました、またやりたい」

等の嬉しい声をたくさんもらうことができました。

キャンプ場に到着するとレジャー遊びを指導いただ

く株式会社エアロクルーズ様より本日の予定の説明と

自然の中での遊びの注意点を説明いただきました後に

早速、冷たい川の水に入り鮎のつかみ取り体験を行い

ました。最初はぎこちなく川の水も冷たかったので恐る

恐る川へ入っていました。当然なかなかすぐには捕まえ

ることができませんでしたが子どもたちは協力しながら

最後には全員が鮎をつかみ取ることができました。その

後、取れたての鮎の塩焼、お肉や野菜でバーベキューを

自分達で調理も行い、みんながお腹いっぱいになるまで

おいしくお昼をいただきました。

昼食後、いよいよヘルメットとライフジャケットに着

替えてメインイベントの川遊びに向かいました。事前の

説明で飛び込み岩があると聞いていたので子どもたち

はとても楽しみにしていました。川の水に身体を慣らし

たらいよいよ歩いて川を渡りスタート地点へ向かいまし

た。最初は子ども達も水の掛け合いをする余裕がありま

したが、スタートしたら苔でヌルヌル滑って転倒したり、

石につまずいたり川を横断する際に流れに流されかけ

て自分の力で漕いでも流されてしまったりと、自然遊び

の難しさや危険さを身に染みて味わい、だんだんと目が

真剣になってインストラクターの方々の指示に従うよう

になりました。

いよいよクライマックスの飛び込み岩に到着すると、

最初は恐怖心でなかなか飛び込めなかった子も勇気を

持って飛び込んでいました。そして子どもたちは各々川

遊びを楽しみました。そして参加者全員大きなケガもな

くゴール地点までたどり着くことができました。普段、

経験できない少し危ないことを乗り越えた子どもたち

はみんな一回り成長し、晴れ晴れとした目の輝きをして

いました。

この1DAYキャンプを通して、参加いただいた地域の

未来を担う子どもたちが仲間や大人の協力のもと初め

ての経験を乗り越え目的を成し遂げていくこと、税の勉

強と自然遊びの経験で得たものを今年の夏休みの思い

出に残る学びとしてこれからの人生を生き抜く力を身

に着けていただいたことを期待して最後の言葉とさせ

ていただき報告とさせていただきます。最後に株式会社

エアロクルーズのスタッフの皆様、青年部会のメン

バー、事務局の皆様には大変忙しい中、お手伝いいただ

き誠に感謝申し上げます。ありがとうございました。

（報告者：青年部会副部会長　西岡信幸）
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令和6年8月7日（水）
参加者／41名（スタッフを含む）

1Dayキャンプ2024
　 すぎのこキャンプ場スイス村in
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今年も、租税教室講師派遣事業が始まりました。

今年度、女性部会として先陣を切ったのは、5月13日

の萩原小学校でした。1～2学期の間で7校17クラス

を講師8名で受け持ちました。学校に行き授業を始

めると、毎回思う事ですが、児童の真剣な眼差しや答

えを発表する時のキラキラした瞳、思わぬ答えに対

する反応等、何度やらせて頂いても“またやり

たい”と思わせてくれる瞬間です。特に1億円

を見た時の子ども達の顔や反応は最高です。

ずいぶん前の事になります。自分の子ども

達が租税授業を受けたのはかれこれ15年以

上前になりますか。歴史を感じますが、その

時の印象を少し前に聞いた事がありました。

返ってきた言葉は、「1億円が重かった」「1億円

しか記憶にない」というものでした。ちょっと

寂しくもありますが、それも現実かと受け入

れ、来年は自分の孫が6年生になるので1億円

以外でも何か記憶に残ってくれるといいなぁと願う

ばかりです。

自分自身この租税教室にとてもやりがいを感じ

てはおります。ただ毎年児童は変わっていってもマ

ニュアルに基づいて進めるほぼ同じ授業内容でいい

のだろうか？という疑問が自分の心の隅にあるのは

確かです。内容を変えたり導入のところを変化させ

たりと工夫してみえる方々もありますが、私は少しの

変更くらいで、殆ど同じ授業をしております。という

よりそれ以外出来ないと言った方が正しいです。そ

れでもいいよと参加させて下さっている部会の皆様

に感謝しつつ、変化する税の動き等も勉強しながら

来年度も続けられたらと思っております。現場なら

ではの雰囲気や感動、子ども達のエネルギーを感じ

られる素晴らしい体験を一人でも多くの方と共有し

たいと思っておりますので、まだ講師をご経験され

ていない方は、是非一緒に始めてみませんか。

（報告者：女性部会 常任理事　井田 利絵）

講師派遣校数   1校
派遣講師数   3名
実施授業数   3回

講師派遣校数 18校
派遣講師数 40名
実施授業数 50回

令和5年度２・３学期～令和6年度1学期　開催実績

令和5年度  2・3学期 令和6年度1学期

R6.6.20物流ウィークリー掲載

租 税 教 室
地域社会貢献事業

講師派遣事業 Ｒ5.10～
Ｒ6.7



　  第12回

 税に関する コンクール絵 はがき

令和5年11月10日（金）
会場／一宮税理士会館会議室

一宮税務署

令和6年1月21日（日）
会場／尾張一宮駅前ビル（i-ビル）7階
　　　シビックホール

絵はがき
入賞作品
選考会

絵はがき
コンクール
表彰式

新聞記事

確定申告会場（FDC）
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　  第12回

 税に関する コンクール絵 はがき

優秀賞

第12回コンクールには　一宮市・稲沢市の小学校44校より2,175点の応募をいただきました。
　　　　　 　　  税に関する

絵はがきコンクール
　　　　　 　　  税に関する

絵はがきコンクール
令和5年度令和 5 年度

第12回

最優秀賞
稲沢市立 下津小学校
氏木 愛子 さん

一宮市立 朝日東小学校
加藤 侑李 さん

一宮法人会長賞 一宮税務署長賞
一宮市立 千秋小学校
渡  和夏 さん

一宮市立
萩原小学校
佐藤 胡花 さん

稲沢市立
大里東小学校
増田 結菜 さん

一宮市立
富士小学校
横山 陽音 さん

一宮市立
千秋南小学校
江頭 志穂 さん

一宮市立
浅井中小学校
栗本 葵生 さん
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入  

選

一宮市立 浅井北小学校
箕浦 仁柊 さん

一宮市立 向山小学校
長谷川 結子 さん

一宮市立 丹陽西小学校
岡村 環 さん

一宮市立 神山小学校
石井 愛留 さん

一宮市立 千秋南小学校
梅沢 珠命 さん

一宮市立 今伊勢小学校
飯田 唯斗 さん

一宮市立 千秋小学校
松村 くるみ さん

一宮市立 今伊勢小学校
板東 優奈 さん

一宮市立 木曽川東小学校
樋口 優衣 さん

一宮市立 浅井北小学校
古川 明奈 さん

一宮市立 向山小学校
佐々 絆鳴 さん

一宮市立 木曽川東小学校
高橋 寛汰 さん

一宮市立 大和西小学校
酒井 はるか さん

一宮市立 神山小学校
西條 杏奈 さん

一宮市立 神山小学校
木村 一椛 さん

一宮市立 朝日東小学校
森 未来 さん
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令和6年 1月 　 公益社団法人 一宮法人会女性部会
公益財団法人 全国法人会総連合

国税庁
一宮市教育委員会・稲沢市教育委員会主催 後援

税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール第12回

稲沢市立 高御堂小学校
長田 一華 さん

稲沢市立 片原一色小学校
兵 有登 さん

稲沢市立 稲沢西小学校
小林 優真 さん

稲沢市立 稲沢西小学校
長尾 唯花 さん

稲沢市立 高御堂小学校
日野 愛奏 さん

稲沢市立 片原一色小学校
鵜飼 栞理 さん

稲沢市立 三宅小学校
大角 心乃 さん

稲沢市立 高御堂小学校
近藤 ひかる さん

稲沢市立 坂田小学校
永井 百佳 さん

稲沢市立 大里西小学校
冨田 楓 さん

稲沢市立 小正小学校
中敷領 七海 さん

稲沢市立 小正小学校
平手 咲奈 さん

稲沢市立 長岡小学校
松原 和奏 さん

稲沢市立 坂田小学校
牧野 杏音 さん

稲沢市立 高御堂小学校
安井 晴汰朗 さん
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　平素は当会の事業活動に対しまして、格別のご協力を賜り、厚くお礼

申し上げます。

　年会費の口座振替をまだ利用されていない会員様は、是非口座振替

（自動引落し）のご利用をお願い申し上げます。

　「預金口座振替書」をご希望の方は事務局までご連絡下さい。
※法人名・所在地・代表者・資本金等に変更がございましたら事務局までご連絡下さい。

※子会社（事業所を含む）、特別会員の会費は資本の額に関わらず2,000円です。
　詳しくは事務局迄お尋ね下さい。
※入会初年度の会費は免除になります。

資本金別会費基準 年会費額

100万円以下 2,000円

500万円以下 3,000円

1,000万円以下 5,000円

3,000万円以下 10,000円

5,000万円以下 15,000円

1億円以下 20,000円

1億円 超 30,000円

　私が食品ロスを減らす活動を始めたのが2008年。2024年で
16年となります。これまで500回以上、講演に呼んでいただく中
で、多いのが「ごみ」に関する講演会です。
　食品ロスを含む生ごみは重量の80％以上が「水」なんですね。
多くの自治体では、生ごみを他のごみと一緒に燃やしています。
水は重くて燃えにくい。燃えにくいものを、膨大なエネルギーと
コストをかけて燃やしているのです。
　環境省は、毎年3月末に、ごみ処理に使った費用を発表してい
ます。2024年3月に発表した一般廃棄物の処理費は2兆1519
億円でした（※1）。われわれが納めた税金の結集です。
　「燃やすごみ」のうち、40％程度が「厨芥（ちゅうかい）類」と
呼ばれる生ごみです。2兆円を超える一般廃棄物の処理費は、単
純計算で8600億円程度が、食べ物を燃やすために使われたこと
になります。このコストには焼却施設の維持費が含まれるので、
厳密な金額ではありませんが、膨大な金額です。スーパーやコン
ビニの売れ残り食品や飲食店の食べ残しも、われわれが納めた
税金の一部を使って燃やす場合もあります。事業者は食品を捨
てることで売り上げや処分費用を損していますが、その損は結果
的に私たちが支払う代金や税金で穴埋めされているのです。
　私は2017年6月から、家庭用の生ごみ処理機で生ごみを乾か
し、コンポスト（堆肥を作る容器）に入れています。これまで
1700回、乾燥前後の重量を測ってきました。減らせたごみ量は
累計446kg。スイッチを押して乾かすだけで70％も重量が減ら
せます。自治体の55％以上は、家庭用生ごみ処理機の購入に対
し1/3～1/2の補助金を出しています（※2）。たとえば2万円
の処理機であれば、申請して認可されれば1万円～1万3000円
程度で購入することができるのです。これから夏場になると、ご
みの臭いで悩まされます。ごみ出しの回数が増えます。が、家庭
用生ごみ処理機で乾かせば、ごみは激減！ごみの悩みがぐんと
減って快適になるのです。庭や畑がある人なら、処理機を使わ
ず、そのまま堆肥にしてもよいでしょう。
　韓国では、1996年に生ごみリサイクル率2.6％だったのが、

2012年には97.1％に上昇しています（※3）。生ごみは資源と
して活用できるのです。韓国のごみ政策は、ニューヨーク市など、
世界各国から注目を浴びています。日本のごみ焼却率は約80％
で、OECD加盟国の中でもワースト1位（※4）。焼却時に二酸化
炭素を排出することで、二酸化炭素排出量も世界のワースト10
に毎年入っています（※5）。
　「分ければ資源　混ぜればごみ」という標語があります。徳島
県勝浦郡上勝町では、住民が持ってきたごみを45分類し、売却
できるものは売って、ごみ処理費に充当しています（※6）。ごみ
は最初から「ごみ」だったわけではありません。本来、資源になり
うるものを不要な「ごみ」にしているのは人間なのです。
＜参考資料＞
※1 一般廃棄物の排出及び処理状況等（令和4年度）について（環境省、2024/3/30）
 https://www.env.go.jp/press/press_02960.html
※2 自治体の購入助成金制度検索（パリパリキューブ、シマ株式会社）
 https://www.parisparis.jp/assistance/
※3 『ごみゼロへの挑戦　ゼロウェイスト最前線』（山谷修作、丸善出版）
※4  OECD加盟国の一般廃棄物の処理状況（2021年版）、日本の焼却率はダントツ1

位（江東区渡辺氏、東京23区のごみ問題を考える、2024/1/17）
 https://blog.goo.ne.jp/wa8823/e/93a88587b0749fe017296949a5f0a269
※5 世界の二酸化炭素排出量（2021年）（全国地球温暖化防止活動推進センター）
 https://www.jccca.org/download/66920
※6 上勝町のごみ分別（徳島県勝浦郡上勝町） https://zwtk.jp/separate/

生ごみの80％は「水」! 水を燃やしているわたしたち
食品ロス問題ジャーナリスト　井出 留美

【筆者紹介】  井出 留美（いで・るみ）
奈良女子大学食物学科卒、博士（栄養学/女子栄養大学大学院）、
修士（農学/東京大学大学院農学生命科学研究科）。ライオン、
青年海外協力隊、日本ケロッグ広報室長等歴任。東日本大震災食
料支援での廃棄に衝撃を受け、㈱office 3.11を設立。食品ロス
削減推進法成立に協力した。『賞味期限のウソ』（幻冬舎新書）、
『捨てないパン屋の挑戦』（あかね書房）など著書多数。

コラム
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法人会費の口座振替利用のお願い
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はじめまして新会員の紹介　R6.1～ R6.8　一宮法人会の新しいお仲間52社の皆さまです。（敬称略）
支　部 法人名 代表者名 業　種 紹介者名

大 志 株式会社H.W.S 渡辺　裕之 スポーツ用品の販売 いちい信用金庫一宮支店

栄 共同技建株式会社 肥田　　豪 建設業 尾西信用金庫一宮支店

栄 リシャルリソン・ホールディングス株式会社 大鹿　晃裕 不動産管理 大鹿株式会社

栄 株式会社煌星 西村　秀春 訪問看護介護事業　居宅支援事業　福祉サービス事業 尾西信用金庫末広支店

神 山 株式会社SAEKI 佐伯　　修 設備工事業

貴 船 株式会社シモムラ・プランニング社 下村　芳保 建築業、不動産業 いちい信用金庫浅井支店、有限会社指英商店

貴 船 株式会社加藤 加藤　大治 第一種貨物利用運送コンサルタント業 有限会社ヒロセ通信

富 士 株式会社JECS 川合　一輝 社会福祉 いちい信用金庫 一宮支店

向 山 合同会社MJnext 宮田　直佳 建設業

大 江 有限会社ライトスタッフデザインファクトリー 鵜飼　元久 土木建築工事業（主に分譲住宅及び注文住宅）の設計・請負及び施工業 尾西信用金庫一宮支店

大 江 合同会社カインドネクサス 渡邉　武志 建設業・不動産業 尾西信用金庫伝法寺支店

丹 陽 株式会社寿食品 玉腰　太紀 配達飲食サービス業 尾西信用金庫伝法寺支店

丹 陽 有限会社サンライト 倉田　健嗣 清掃業 ナザテック株式会社

丹 陽 株式会社ミヤチュウ 宮内　太郎 フィルム製造業（印刷・整袋加工）

丹 陽 有限会社ヒルズ 小関　勝大 内装仕上工事業 リーグ馬場株式会社

奥 合同会社カーメイク八和 大橋　一八 自動車修理・販売 事務局

奥 株式会社樹コンサルタント 土本　和佳 保険代理業

萩 原 株式会社一宮加工 横田　　慎 花正建設株式会社

今伊勢 Huney Hunt株式会社 堀野　兼司 建築工事業 いちい信用金庫今伊勢支店

大 和 株式会社トライエンヂ 染矢　利博 機械設計・製作

大 和 マナティ株式会社 橋本　安永 第一種利用運送業 いちい信用金庫駅西支店

大 和 サミティ合同会社 木村　里志 管工事、営業コンサルタント、情報提供サービス業 事務局

大 和 株式会社ミカドセイワ 金子　博昭 運営及び管理

大 和 有限会社テイクオン 張　　海霞 事務局

大 和 ハイテッククリエイツ株式会社 今堀　了一 CNCルーター加工機製造販売

葉 栗 有限会社北川板金工業 北川　繁雄 建設業 有限会社ラムダ

浅 井 株式会社村田保温 村田　修平 熱絶縁工事　ラッキング工事 有限会社ラムダ

西 成 有限会社ライプカラー 平松　稔朗 製造業 株式会社山口化成

西 成 株式会社FOREST 林　　卓也 建設業

西 成 トーシン制御株式会社 伊藤　　進 電気機械器具製造業

西 成 土地家屋調査士法人山村事務所 山村　元治 登記、測量 尾西信用金庫一宮東支店

千 秋 K・D・S株式会社 川瀬　　亘 電気工事業 花正建設株式会社

千 秋 株式会社未来インフラ五縁 天野　賢治 経営コンサルティング 尾西信用金庫一宮東支店

三 条 株式会社一宮尾張販売 濱島　直也 新聞小売業

三 条 恒川織物株式会社 村瀬　公一 繊維製品の製造並びに販売及び委託加工

三 条 いちい信用金庫尾西支店 常川　憲久 金融業 いちい信用金庫本店

稲 沢 農事組合法人井堀植木生産組合 平松　滋雄 植木卸売業

稲 沢 株式会社ジオクル 横井　秀豪

稲 沢 稲沢メタル株式会社 広野　和夫 リサイクル事業

稲 沢 株式会社エルモード 前川　真理 日用雑貨の販売

稲 沢 株式会社ichi 山内　敦生 洋菓子製造・販売 株式会社山一

稲 沢 一般社団法人Tsutsumi Pathology Library 堤　　　寛 医療　病理画像プログラム運営 事務局

稲 沢 有限会社UENO ALC 上野　秀寿 建設業、解体業 花正建設株式会社

稲 沢 株式会社やまだ組 山田　裕重 建設業

稲 沢 株式会社サンリツ加工 中山　基成 フィルム加工

木曽川 株式会社万歳家具 川島　　勉 家具小売業

祖父江 有限会社イワサ 岩狭　俊行 漬物製造業

祖父江 有限会社島宇商店 竹内　政文 食品加工 美吉建設株式会社

祖父江 有限会社豊和グリーン 濵中　越朗 造園業 合名会社伊藤鉄工所

祖父江 株式会社広柳 廣瀬　英一 造園業 尾西信用金庫祖父江支店、美吉建設株式会社

平 和 野村毛織工業株式会社 野村　浩司 毛織物製造

平 和 堀工業有限会社 堀　　祐二 熔接業
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a postscript by the editor編 集 後 記
◎定期人事異動で正田署長様、久保一統様がご着任されました。お忙しいところインタビューありが
とうございました。今後ともご指導よろしくお願いします。
◎行動制限からも解放され、コロナ前の日常に戻りつつある中、総会、勉強会、講演会など開催されました。
◎税務広報では、ダイレクト納付や令和6年分所得税の定額減税等を掲載しております。ぜひご参考にしてください。
◎第12回税に関する絵はがきコンクール入選作を載せてあります。今回は当会の最優秀作品が全法連女連協会長賞と
して表彰されました。回を重ねる毎に出展者が増加し関係者には感謝しております。ぜひ作品をご覧ください。
◎表紙は、平成26年完成の一宮市役所新庁舎と昭和5年建築で戦災を生き抜けた一宮市役所本庁舎旧館です。
◎移動制限もなくなりましたが、ウイルス自体の脅威がなくなったわけではありませんので、感染には十分に気
をつけ、生活するとともに、社会貢献事業等を実施されますよう願います。 《感謝T.K》 

入場無料

日時： 令和7年3月15日（土） 14:00～15:30
場所： 尾張一宮駅前ビル（i-ビル）  7階 シビックホール　定員：300名

「足し算で生きる」困難を乗り越えるためのヒント

表紙の解説

東京都世田谷区生まれ。1987年 早稲田大学を卒業後、フジテレビのアナウンサーに。朝の情報番組「と
くダネ！」を20年間担当後、2019年9月末日に33年勤めたフジテレビを退社し、フリーアナウンサー
となるが２か月後に血液のがんである悪性リンパ種と判明。４か月半の入院、治療の結果「完全寛解」
となる。現在、テレビ、ラジオ、講演、がん知識の普及活動など幅広く活動している。2020年11月に、人
生の困難を乗り越えるエッセイ「生きる力～引き算の縁と足し算の縁」（KADOKAWA）を出版。

文
化
講
演
会

笠井 信輔 氏

「一宮市役所本庁舎（新庁舎）」
一宮市役所本庁舎（新庁舎）

は、「市のシンボルとなる庁
舎」「便利でわかりやすい庁
舎」「市民にひらかれた庁舎」
「安全・安心な庁舎」「環境に
やさしい庁舎」の5つの基本
理念のもと、地下1階、地上
15階建ての建物で、平成26
年3月に完成した。
また、地震等の大規模災害

に備え、建物の下に積層ゴム
やダンパーを設置し、地震に

よる揺れを建物にゆるやかに伝える免震構造を採用し、地
震に強い安全な建物で、停電に対しても非常用発電機を配
備し、防災拠点としての機能を充実させている。環境への
配慮としても、高気密断熱複層ガラスや窓廻りに庇を設置
し外気温の影響を受けにくい構造となっている。

「一宮市役所本庁舎旧館」
一宮市役所本庁舎旧館（北
館）は、鉄筋コンクリート構
造がまだ貴重な時代の中、昭
和5年に日本で初めて、市民
に開かれた自治体を目指し、
オープンカウンター方式を採
用し、明治・大正・昭和と繊維
で栄えた一宮の近代史を象徴
する歴史ある建物で、戦前の
一時に鉄筋コンクリート造で
建てられた市役所として、戦
災を生き抜き、戦後の経済成

長でも頑なに建て替えを否定し、今に残る建物でした。し
かし、構造上、完全な耐震改修が困難であるため、本庁舎
（新庁舎）の完成に伴い、解体されました。

《（写真）新庁舎：一宮市提供、旧館：榊原建設㈱提供》
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第49回 通常総会開催

公益社団法人一宮法人会第49回通常総会が5月22日（水）、名

古屋文理大学文化フォーラム　大ホールにおいて、会員約150名

が参加して盛大に開催された。

当日は来賓として一宮税務署長佐藤康夫様をはじめ多数の来賓

の方々にご臨席をいただいた。通常総会は滝副会長の開会のこと

ばと榊原副会長のあいさつに続き、総会議事に入り、議事録署名

理事の選任があり、令和5年度収支決算、同監査報告があり、何れ

の議案も可決承認された。また、議事に続いて、報告事項として令

和5年度事業報告と令和6年度事業計画並びに収支予算の説明が

なされた。

表彰では、定例研修会出席優良法人104社の表彰と新規増強会

員数目標達成支部に対して表彰と報奨金の贈呈が行われた。議事

終了後、来賓を代表して佐藤一宮税務署長の祝辞があり最後に森

常任理事による閉会のことばで総会は終了し、盛会の内に幕を閉

じた。

佐藤一宮税務署長

通常総会の様子
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